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＜研究ノート＞
明治日本における「想起された元寇」
―元寇紀念碑建設運動を中心に―
景夢如（筑波大学大学院博士前期課程）
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１．はじめに
元寇紀念碑建設運動とは、元福岡警察署長の湯地丈雄 1 が首唱し、蒙古襲来の歴史の回顧
を通じて亀山上皇銅像を建設することを目的に全国的な建碑義捐金活動を行った、朝野の
士を巻き込んだ「護国」運動である。この運動は明治 19 年（1886）湯地丈雄が福岡警察署
長に赴任したことを契機として始まり、明治 21 年（1888）1 月に湯地が建碑義捐金募集広
告を全国に配布することによって本格化し、日清戦争を経た後、日露戦争最中の明治 37 年
（1904）12 月に亀山上皇銅像の除幕式を開催し、建碑を成し遂げることによって終息した 2。
この運動の詳細は『元寇紀念碑来歴一斑』に見ることができる。「爾来専ら建碑の精神を
天下に周知せしむるの方法を講し蒙古襲来に関する軍歌唱歌の譜を刷成し又は俚俗の耳に入
易き小冊子を綴り幾多の費用を抛ち広告書と共に四方に散布したるもの幾万なるを知らす又
一面には新聞に演舌に努めて人心を鼓吹するや漸く世人の耳目を聳動し東西有力の士之を賛
成し府県枢要の各地に於て自然に事務所の起るものあるに至り東京大阪京都名古屋三重広島
馬関長崎等一斉に運動を興し一時非常の好況をみて世人に迎へられ福岡事務所も殆んど其指
揮統一を為す能はさるの情勢あり」。これに加えて、湯地は蒙古襲来に関する各種幻灯映画
数十枚を作り、これを利用して「護国幻灯会」と称する講演会を各地で行った。湯地はまた、
後に矢田一嘯の手になるパノラマ画・テンペラ画を携えて全国で展覧会や講演会、音楽会を
催した 3。明治 34 年 1 月までに湯地がおこなった元寇講話の聴衆は百万人に達し、「四百余州
を挙る十万余騎の敵」という軍歌が幾百万の軍人や学生によって歌われたという 4。その他に
は、東京では義捐相撲大会が、大阪では元寇演劇が催され、蒙古襲来に対する民衆の認識が
深められていった 5。
明治初期は廃藩置県、徴兵令、地租改正など一連の大改革が推進された一方で、一般の
1　 湯地丈雄の経歴は、川添昭二の『蒙古襲来研究史論』に書かれている。湯地丈雄は弘化4年（1847）の出生、父は熊本の藩
校時習館の教師であった。幼くして父母を失い、祖母の手で養育された。湯地は14歳で家督をつぎ、組付中小姓となった。明
治19年（1886）、40歳で福岡警察署長となった。後半生を元寇記念碑建設運動に捧げ、大正2年（1913）1月10日、東京の自宅
で死去した。川添昭二『蒙古襲来研究史論』雄山閣出版、1977年、140頁。
2　 運動の概要は明治37年12月25日に元寇紀念碑（亀山上皇銅像）が福岡市東公園に建てられ、除幕式が開催された際に来
会者に配られたパンフレット『元寇紀念碑来歴一斑』から知ることができる。古田隆一編『福岡県全誌（下編）』安河内喜佐吉
出版、1906年、321－337頁。
3　 前掲書『元寇紀念碑来歴一斑』古田隆一編『福岡県全誌（下編）』安河内喜佐吉出版、1906年、325－328頁。
4　 同上、328頁
5　 川添昭二『蒙古襲来研究史論』雄山閣出版、1977年、119頁。
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民衆の生活と思想は江戸末期から急激に変化することはなかった。「新しく政治家、官僚と
なった武士や、もともと地方の支配勢力となんらかの関係を有していた上層の民衆とはこと
なり、一般の民衆は天皇にたいして封建時代以来の無関心のまま明治という時代にはいりこ
んだ。そしてこのエリートと非エリートの意識の相違は、階層性として明治時代を通じて残
る」6 と多木浩二が述べているように、明治初年における民衆の天皇への態度は一般的に「無
関心」ともいえるものであった。
それだけでなく、民衆による明治政府の改革への抵抗と批判も行われた。明治新政府は
資本主義の発達と中央集権体制を特徴とする近代国家の形成を目指し、近代的な教育制度と
しての「学制」を明治 5 年（1872）に公布し、明治 6 年（1873）に「徴兵令」と「地租改正
条例」を布告した。これらの一連の改革に対して、風習や社会などの諸点において守旧的で
あった民衆は十分な適応を示さなかった。徴兵令は、民衆に対しては身を以て国家のために
犠牲になる覚悟を要求し、官吏、富人などに対しては広範な免役規定が存在していた。地租
改正条例は膨大な資本と労働力を作り出し、日本の資本主義を発展させる一方で、農民の生
活を困窮に陥らせ、小商工業者を没落させた。そして、強制された学校教育制度は先進西洋
諸国のものを真似た、民衆の生活とはかけ離れたものであった。こうしたことから、一連の
教育政策は、民衆自身のためではなく「政府のための教育」であるという印象を民衆に与えた。
明治 6、7 年ごろから全国各地で学校の焼き打ち事件が発生した 7。統一国家建設の初期には、
明治新政府の基礎は必ずしも強固なものではなかった。一方では近世の特権を失った士族層
の不満がたかまり、他方では前述のように学制・徴兵令・地租改正条例に反抗する民衆の一
揆が全国各地に続発した 8。
このような状況下で、政府は権力の基礎を強固なものとするために国民の支持を必要と
した。明治 7 年（1874）、板垣退助・後藤象二郎・副島種臣・江藤新平を中心に提出された
民撰議院設立建白が新聞に発表されると、土佐の立志社をはじめ、自由民権思想による政社
が各地に設立され、翌年にはこれらが連合して愛国社が結成された 9。明治十年代には、天皇
制絶対主義イデオロギーと自由民権思想との対立が主要な面として存在していた10。この対立
では、論争はその絶頂期において人民主権論・憲法論にまで及び、天皇批判が農村にまで浸
透するという状況もあらわれた 11。
明治 14 年（1881）の政変を契機に、政府は自由民権運動への取り締まりを強化した。明
治 15 年（1882）からの経済変動も自由民権運動を不利な状況に陥らせた。この経済的な変
動によって、借金返済の紛擾が多発し、農民や半プロレタリアが「借金党」「困民党」など
と呼ばれる組織を盛んに結成した 12。特に明治 17 年（1884）、自由民権運動のもっとも急進的
6　 多木浩二『天皇の肖像』岩波書店、2002年、4－5頁。
7　 玉城肇『日本教育発達史』三一書房、1956年、15－16頁。全国各地に学校の焼き打ち事件は鳥取県や岡山県、小倉県、島根
県、愛知県、三重県、埼玉県、千葉県で起こったという。
8　 遠山茂樹「近代概説」、家永三郎（ほか）編『岩波講座・日本歴史14（近代1）』岩波書店、1962初刊、24頁。
9　 前掲書、遠山茂樹「近代概説」、27頁。
10　色川大吉「明治二十年代の文化」、家永三郎（ほか）編『岩波講座・日本歴史17（近代4）』岩波書店、1962初刊、283頁。
11　前掲書、色川大吉「明治二十年代の文化」、283頁。
12　前掲書、遠山茂樹「近代概説」、35頁。
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な流れを代表し、農民騒擾事件の頂点となった「秩父困民党事件」13 は、地元の自由党員の指
導のもとに中下層農民が主体となって、「高利貸ヲ打毀」して「平ラノ世ニスル」ことをスロー
ガンに蜂起したが、政府の軍隊と警察に鎮圧された。
前述のように、明治初期の段階においては、一般の民衆は天皇に無関心であり、政府の
政策に対しても反抗的な態度をとる場合が多く見られた。一方で、天皇制国家が成立すると、
現人神としての天皇は多くの民衆に崇められるようになった。大貫恵美子（2003）は「『天
皇即国家への犠牲』への道は、その青写真を用意した明治憲法とともに始まったのであり、
1930 年代にスタートしたものではない」14 と述べている。そのほか、長谷川正安（1957）は、「戦
時中のこのような天皇制イデオロギーのあり方は、けっして戦時中だけのことではなく、明
治以来の天皇制そのものの姿であった」15 と述べている。天皇制イデオロギーは明治憲法の施
行を通じて、当時の民衆の心に影響を与えた。天皇制思想・イデオロギーがどのように発展し、
民衆に受け入れられたのか。どのような過程を経て、国家主義は民衆に浸透したのか。民衆
の軍国主義化の過程は組織化されたものではなく、様々な要素が複雑に絡み合い、結果とし
て一つの方向に進んでいったのだと考えられる。
明治 21 年（1888）に始まり、日清戦争を経て日露戦争の最中に除幕式を開いた元寇紀念
碑建設運動も、このような歴史的文脈の中に位置づけることができる。すなわち、元寇紀念
碑建設運動の開始と発展は、天皇制イデオロギーが民衆に浸透していく過程の中に存在して
いた。「元寇」は歴史的事象であるが、明治時代に再発見され、この運動によって新しい意
義を注ぎ込まれたのである。「国家主義的運動や民族運動には、通常、国民の過去を構築な
いし発明することと、その過去と現在との間隔を埋めることの両方が伴う。これによって理
想的な過去は、現在に生きる国民の本質を定義するものとなるのである。この過程は、歴
史的非連続を連続として見せる自然化という過程によって多々促進される」と大貫恵美子
（2003）は記している。明治政府は歴史的事象を「再構築ないし発明」することによって、
民衆が自然にナショナリズムを受けいれる過程に影響を及ぼしたのである。その明治政府に
よる「再構築ないし発明」の過程において「元寇」という歴史事象と「神国思想」が結びつ
けられ、その伝統があたかも昔から存在していたかのように説かれたのである。
これに加えて、「元寇」という歴史用語自体も検討する必要がある。日本では、1274 年の
文永の役と 1281 年の弘安の役という二度の戦争のことを、その当時は「異国合戦」または
「蒙古合戦」と称し、「蒙古襲来」という呼称も早くから用いられていた 16。杉山正明（2003）
の指摘によると、「元寇」という表現は、少し遅れて、江戸期になって使われはじめ、幕末
から明治にかけて定着した 17。また中村直勝（1975）は、「恐らく元寇という表現は案外に新
らしく、日清戦争か日露戦争の頃から、ではなかろうか」18 と指摘している。川添昭二（1977）
13　遠山茂樹によると、秩父事件は士族、豪農・豪商層の国会開設運動から、耕作農民の農業革命の運動へと転化する可能性
が存在していたことを示しているという。
14　大貫恵美子『ねじ曲げられた桜』岩波書店、2003年、237－238頁。
15　長谷川正安『日本国憲法』岩波新書、1957年、58 ―59 頁。
16　杉山正明「モンゴル時代のアフロ・ユ ラーシアと日本」近藤成一編『モンゴルの襲来―日本の時代史９』吉川弘文館、2003年、
123頁。
17　前掲書、杉山正明「モンゴル時代のアフロ・ユ ラーシアと日本」、123頁。
18　中村直勝「元寇か蒙古襲来か」『史跡と美術』45（6）、1975年、202－209頁。
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は「元寇」という用語が近世になってから熟したもののようであると述べている 19。「元寇」
という言葉がいつ頃出現し、「蒙古襲来」という言葉に代って人々に頻繁に語られ始めたか、
この問題の解答は論者によって異なるが、「元寇」という言葉が江戸期から明治期の間に出
現したことで概ね一致している。具体的な分析は後述するが、ここで述べたいのは「元寇」
という語の出現と浸透はその時代の国家意識から離れて論じることはできないということで
ある。さらに、元寇紀念碑建設運動は元警察署長の湯地丈雄が主導したが、一方で、明治政
府に利用されていた側面も存在した。
元寇紀念碑建設運動についての先行研究はそれほど多いとはいえない。川添昭二の『蒙
古襲来研究史論』は、湯地丈雄の来歴と元寇紀念碑建設運動の詳細を記述し、元寇紀念碑建
設運動と緊密な関係にある元寇史料集の『伏敵編』の成立事情も詳しく記している。そのほか、
太田弘毅は元寇紀念碑建設運動の関連史料を集めて『元寇役の回顧―紀念碑建設史料―』を
刊行し、いくつかの元寇役に関する史料紹介を執筆している 20。先行研究は、元寇紀念碑建設
運動に関する史料の紹介が中心であり、国民の「敵愾心」を涵養することを主眼とした元寇
建碑運動とナショナリズムの関連性からの分析はいまだなされていない。日清戦争、日露戦
争の最中に推進された元寇紀念碑建設運動は、明治日本が国家主義と軍国主義へと進む道の
「目撃者」であり、「参加者」でもある。本稿では、その「参加者」としての元寇紀念碑建設
運動に着目し、この運動が明治期の天皇制国家の形成と確立にどのような役割を果たしたの
か、という問題を考察する。
２．「想起された元寇」
２．１．「元寇」に対する湯地丈雄の思想形成と変容
まず、本節では湯地の思想形成の基盤を見出すべく、その生い立ちをたどる。湯地は弘
化 4 年（1847）、熊本藩に生まれた。父の丈右衛門は藩校時習館の教師であり、長岡監物（細
川家家老）、元田永孚、下津休也、横井小楠、道家之山、荻麗門の六人と交友厚く、元田永
孚は「東野」と号して「東野六友」の詩を残している 21。父の丈右衛門は万延元年 (1860)6 月、
病に倒れて 43 歳で病死し、母も明治 6 年 (1873) に他界した 22。湯地は 14 歳で家督を継ぎ、祖
母津尾子に育てられた。祖母は熊本藩士佐々文右衛門の娘として、寛政 8 年（1796）3 月 23
日に肥後国で生まれた。湯地は元治元年（1864）の長州征伐には藩主の世子細川良之助に従っ
19　前掲書、川添昭二『蒙古襲来研究史論』、15頁。川添は「元寇」の語が享保5年（1720）幕府に献納された『大日本史』本紀
第63の弘安の役の項にみられると指摘している。
20　太田弘毅「明治最初期の元寇絵画 : 鶴淵信英作の油絵(六枚)」（政治経済史学、第548号）2012年6月、1－28頁。この論文
において太田は明治時代の元寇絵画を撮影した六枚の絵画を考察している。太田弘毅「元寇役についての軍歌・唱歌 : そ
の一一編の歌詞と楽譜」（軍事史学、第49卷、第2号）2013年9月、97－120頁。この論文は元寇役関係の十一編の軍歌と唱
歌を紹介しながら解説を加えている。太田弘毅「湯地丈雄著『元寇画帖』について―外国人にも蒙古襲来を知らしめた書物」
（政治経済史学、第344号）1995年2月、548－569頁。この論文では湯地丈雄が書いた『元寇画帖』を紹介している。
21　この詩はつぎのようである。「六友之歌」（元田永孚作）：「有友有友有六友、管鮑粛曹自抱負。米卿碩徳學與冨、巍似山嶽厭
林藪。津公長者汎愛人、運思江洋龍蛇走。恢廓者是横時存、志氣軒昂衝北斗。決難解疑如割瓜、忠實精悍荻子有。掲網
張目無遺漏、經綸之才誰出右。湯子純乎眞君子、似茹秋實飲諄酒。介然自守是道子、寛和亦能與人厚。吾性剪劣安能儔、
幸喜執鞭随其後。嗚呼七賢六逸所不屑、漢朋宋黨我甘受」。（注：“湯子”とは湯地丈雄の父の湯地丈右衛門である。）湯地
富雄著、畑岡紀元編『「前畑ガンバレ」と私』湯地富雄自費出版、1996年、69－74頁。
22　愛知県立第一高等女学校校友会編『湯地津尾子の伝 : 賢婦人の跡を訪ねて』愛知県立第一高等女学校校友会自費出
版、1918年、60頁。湯地津尾子の年譜より。
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て小倉に出陣し、慶応年間は熊本藩士として京・大坂・江戸の間を往来した 23。明治 3年（1870）
藩校時習館の句読師習書師の上座となり、明治 10 年（1877）の西南の役では政府軍の一員
として従軍し、明治 19 年（1886）福岡警察署長となり、その後の半生は元寇紀念碑建設運
動に従事し、大正 2 年（1913）1 月 10 日、東京の自宅で亡くなった 24。
湯地は「賢婦人」25 と呼ばれた祖母の影響を強く受けた。当時、愛知県立第一高等女学校
長の鵜飼金三郎は「嘗て恒雄さんの宅で丈雄さんより一の御話を伺ったことがある」26と述べ、
「筑前の千代の松原に巍然として聳ゆる元寇記念碑がある。これは湯地丈雄氏が多年の奔走
によって出来たもので氏畢生の事業である。氏は常に護国の精神の鼓吹を以て任じて居られ
ましたがこれも祖母津尾子の教訓の然らしむる所であると語られて居た」27 と記述している。
さらに、湯地丈雄と乃木希典は津尾子について、次のような対談を行っている。
明治四十二年の三月名古屋の第三師団偕行社で、私が元寇の歴史を説いたことが有っ
た。其講話が終ると、主立た人達が慰労会を開いてくれた。宴会の最中に師団長（陸
軍中将黒川通軌）は突然、
君が斯く元寇の歴史を説いて、国民の惰眠を驚かさうとするに至った動機が聞きたい、
是れは君自身の知識によるか、或は又何かに激せられてか。
と問はれた。それで私は
私に知識とか何とかいふものの有らう道理が無い、昔堅気の、尋常平凡な、論語とか、
孟子とか、史記とか、左伝とかいふ様なものを読んだばかりの没了漢である。ただこ
れには不思議な因縁があるのだ。それは、私の家は明治十年西南戦争に焼けたけれど、
祖母が男優りの人で、千軍万馬の間を潜りつつも、身をはなさずに持っていたのが、
村田清風先生の書いた。
思はじと思ふ心の思はれて
なほ思はるる海の西北
といふ一軸と、征韓の役に加藤清正の持って居た「日蓮」の書いた旗指物である。第
一此の西北から事がはじまるといふのが、強く私の頭脳を支配した。元寇は西北から
来た。今後も必ず外敵は西北から来るに違ひないといふことと、殊に八十二歳になる
祖母が之れを護持して居たことが更に私の慷慨心を奮起せしめ、遂に私をして思ひ立
たしむるに至ったのである。
と答へた。すると、師団長は案を打って、
分った
23　前掲書、『蒙古襲来研究史論』、140頁。
24　同上。
25　愛知県立第一高等女学校長の鵜飼金三郎はつとに湯地津尾子の品行に傾倒し、津尾子を同校生徒の「模範婦人」として
称揚しており、同校の校友会は『湯地津尾子の伝 : 賢婦人の跡を訪ねて』を発行していた。
26　前掲書、『湯地津尾子の伝 : 賢婦人の跡を訪ねて』、47頁。「恒雄さん」は湯地丈雄の弟である湯地恒雄を指している。
27　同上、49頁。
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と絶叫した。其の刹那、師団長の後から、
まだある筈だ
と荘重なる聲が響いた。えツと私は怪訝にたへず、思はず其の方を注視すると、聲の
主は、乃木将軍であった。勿論将軍とは初対面であるから、此の人からそんなことを
聞かうとは、夢さら思はなかった。将軍はかさねて、
婦人の教育が君をして然らしめた筈だ。其の婦人は君の祖母位に当る筈だ。
と云はれた。余りの意外に私は、
どうして将軍が
と稍受太刀の気味であった。すると将軍は、
それは己の司令部に掛って居るから、
と云はれた。それで翌日司令部へ行って見ると、果して、私の父が、先生から論語の
素読を教へられて居る此方の籬の菊の側に立って、祖母が笹を持って、先生の素読を
假名で書いて控へて居る所を描いた軸が掛って居る。此の画は父の門人であった伊勢
の人岡某が描いたもので、将軍の副官が、伊勢の聯隊区へ行った時に貰って来たのを
将軍が所望して此処に掛けられたとの事であった。実に将軍の言の通り、祖母の教育
が、私をして今日あらしめたのである。然るに、将軍から注意を與へられる今の今ま
で、その事に気のつかなかった愚も、思へば笑ふべき至りであった。爾来将軍と私とは、
殆ど肝胆相照すまでになった 28。
　
以上の記述から、「模範婦人」と呼ばれた祖母の教育と品行が湯地に与えた影響の強さを
窺うことができる。湯地の「忠君愛国」の精神と「護国の精神の鼓吹」する決心の強さは祖
母の教育と緊密な関係があった。「大日本婦人教育会」で行った講演の中で湯地が「私の父
は十三歳の時別れました故、其の後は此の祖母が又た私を育て上げ、学校其の他総ての事、
父に代り烈しく教えを致して呉れました」と述べているように、湯地は小さい頃から『論語』、
『孟子』、『史記』、『左伝』といった伝統的な儒教の古典を学習しており、これは、湯地の父
である湯地丈右衛門が藩校時習館の教師であり、元田永孚とも親しい仲で 29、湯地が 13 歳の
時に亡くなる前に、ある程度の伝統的な儒教教育を湯地に施していたことが背景にあると考
えられる。
とくに、明治 23 年（1890）10 月 30 日に湯地は教育勅語を読んだ時に感泣したという
が 30、この背景には儒教的倫理観を持っていた湯地にとって、仁義忠孝に基づく儒教的な道徳
教育を宣伝する教育勅語は強い共感を覚えるものであったということがあったと考えられ
る。さらに、西南戦争の戦火の中で「村田清風が書いた書物」と「征韓の役に加藤清正が持っ
て居た「日蓮」の書いた旗指物」を身から離さずに持っていたという祖母の「男優り」の行
為は、湯地の「慷慨心を奮起せしめ」、遂に元寇紀念碑建設運動を行う決意を固めたことに
28　愛知県第一高等女学校編『湯地津尾子傳―附乃木大将と湯地津尾子』湯地富雄著、畑岡紀元編『「前畑ガンバレ」と私』
湯地富雄自費出版、1996年、184頁―188頁。愛知県第一高等女学校が全生徒に配られたパンフレットより引用。これは明治
42年（1909）4月28日、湯地丈雄が愛知県第一高等女学校で講話した内容の一部である。
29　前掲書、『「前畑ガンバレ」と私』、69頁。
30　同上、79頁。
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つながっている。それに、祖母が持っていた物は、湯地の脳裏に「元寇は西北から来た、今
後も必ず外敵は西北から来るに違ひない」という固定観念を植え付けた。このことは、湯地
が元寇紀念碑建設運動を起こした遠因の一つだと考えられる。また、湯地のいう「征韓の役」
とは文禄・慶長の役である。この戦役は豊臣秀吉が明の占領を目指す途上の朝鮮への侵略戦
である。湯地は文禄・慶長の役と蒙古襲来という二つの戦役の異なる性質を混淆し、他国へ
の侵略とモンゴルからの侵略を同一視し、朝鮮半島への侵略を肯定した。ここに湯地の軍国
主義的な傾向の強さを見て取ることができる。
湯地が全国各地で行った一連の講演会、幻灯会や出版した書物には「忠君愛国」が最も
重要なスローガンとして底流していた。たとえば、湯地が明治 24 年（1891）に発行した『元
寇反撃護国美談』の凡例に「敵国外患ヲ忘レサレハ経国ノ主本ナリ、本書ヲ読テ国家ノ感念
ヲ振起シ、本書ヲ見テ忠君愛国ノ精神ヲ啓発スルハ是レ本書ノ主眼ナリ」31 と記述されている
ように、この本の主旨は読者の「忠君愛国」の精神を「啓発」することを目的としていた。
「忠君愛国」の「君」とは天皇である。「事実、封建時代には、民衆の現実生活に天皇が
権力として入り込む余地はなかった。民衆にとってみれば、天皇の存在は知っていても、な
んら直接の関係は持たない存在であった」32 と多木浩二（1988）が述べているように、明治期
以前には一般の民衆にとって「忠君」という徳目は縁遠いものであったと考えられる。その
ほか、鈴木貞美（2005）が「水戸藩などを別にすれば、徳川時代の諸藩の武家や武士が、明
治期にいう天皇中心の『忠君愛国』の精神を身につけていたとはとても想えない」33 と指摘し
ているように、徳川時代には大部分の武士も天皇に対する「忠君」すなわち「尊皇」という
イデオロギーを重要なものとは考えていなかったといえる。そこで明治政府は「忠君」イデ
オロギーを民衆に浸透させるために、一連の政策を打ち出した。たとえば、教育勅語は武士
が藩主に対する「忠」を天皇（家）に対する「忠」に置きかえ、しかも「四民平等」に配給
するものだった 34。それだけでなく、天皇を日本人すべての父とすることによって、国家は、
天皇に対する忠と親に対する孝の明らかな矛盾を解消しようとした 35。湯地が信奉した「忠君
愛国」は明治政府の政策と一致している。
２．２．湯地丈雄が元寇紀念碑建設運動を起こした原因
『元寇紀念碑建設義捐金募集広告』36 には湯地が運動を起こした発端が詳細に記されてい
る。湯地は福岡に着任した後、その所管内を巡察していた時に蒙古襲来の古戦場を訪ね、そ
31　湯地丈雄編『元寇反撃護国美談』護国堂発行、1891年。この本の扉と一頁には「紫山居士著」および「中洲居士補」と書か
れている一方で、奥付には「編纂者湯地丈雄」と記されている。この著作について、太田弘毅（1997）は「湯地丈雄」が実質的
な著者であった可能性が高いと分析している。この分析に従えば、「紫山居士」が「著」作し、「中洲居士」が「補」作したとし
ても、最終的な「編纂者」は、「湯地丈雄」であるから、湯地がその著述の中にしめるウエイトは重いと言うべきである。奥付に、
「紫山居士」の名も、「中洲居士」の名も記載されておらず、「湯地丈雄」だけが記されているのは、この著作が、湯地あるい
は湯地の意図を体してのものであるということを如実に示しているという。太田弘毅「湯地丈雄の元寇撃退再評価運動―護
国精神高揚のための三著作―」（松浦党研究、第20号）1997年6月、4－22頁。
32　多木浩二『天皇の肖像』岩波書店　2002年、4頁。
33　鈴木貞美『日本の文化ナショナリズム』平凡社、2005年、71頁。
34　同上、71頁。
35　大貫恵美子『ねじ曲げられた桜』岩波書店、2003年、139頁。
36　前掲書、古田隆一編『福岡県全誌（下編）』、322頁－323頁。
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こが「僅かに粕屋郡志賀島村海岸に蒙古首切塚と称するもの在るも、一小丘に両三の松ある
而已にて、土人の指示を求むるに非されば、亦何物たるを知るに由なし」という状態になっ
ていることを知り、「日本の威烈を、海の内外に輝したる名蹟を、独り土人の口碑に委し、
之れか紀念とすへき一片の石たも留めさるは、豈に遺憾ならすや」と述べ、「于茲広く同感
の士と謀り、一大紀念碑を、此地に建て、以て古英雄の偉勲を不朽に旌表し、魂魄も亦帰す
る所あらしめんと欲す。（中略）果して此工成るの後、一目瞭然、見る者自ら我国権の重す
へきを知り、且之を拡張するに鋭意なると同時に将来を警戒する其効、豈に少小ならんや」
と主張している。このように、湯地は蒙古襲来が歴史的に著名な出来事であるにもかかわら
ず、僅かに志賀島の蒙古首切塚がその遺跡として残っているに過ぎないことを遺憾とし、国
民の「敵愾心」を涵養し、「国権」を重んじ且つ「拡張」することを目指して、そのために
元寇紀念碑建設運動の事業を企てることに至ったのである。
さらに湯地は、明治 37 年（1904）12 月 25 日に元寇紀念碑建設の除幕式で運動を起こし
た発端について、「抑モ斯業ヲ当地ニ起シタル原因ハ、明治十九年六七月ノ頃ニ当り、不肖
身ヲ顧ミス陰カニ古戦場ヲ吊ヒ、余情交々深キニ際シ、同年八月十五日、長崎港ニ於テ、支
那北洋艦隊ノ水兵暴動ニ鑑ミ、国家ノ為メ、元寇歴史ヲ温活スヘキノ急務ヲ感シ、二十一年
一月、紀念碑建設ノ挙ヲ唱導シ、献身敢テ其労ニ当リ、次第ニ朝野ニ賛成セラレ」37 と述べて
いる。すなわち、長崎事件 38 を見聞した湯地は大きな衝動に駆られて民衆を警醒し、「護国」
の精神を鼓舞すべきと痛感した。このことを契機として、湯地が元寇の歴史を回顧し、運動
を起こしたことを窺い知ることができる。
つぎに、仲村久慈の『湯地丈雄』39 によると、当時日本全土に猖獗を極めたコレラによって、
数え切れないほど多数の生命が奪われる惨状を見た湯地は、この疫病の撲滅と民衆の保護の
ために力を尽くすと同時に、その有様から、かつて現地の民衆が蒙古襲来によって受けた惨
害をリアルに想起し、元寇紀念碑建設運動開始の決心をいっそう固めるに至ったという。
最後に、湯地の元寇建碑運動を当時日本国内の社会情勢の中に位置づける。青木矮堂(1926)
は、日本国内における欧化主義の広まりにともなう治外法権撤廃、関税自主権回復などを目
的とする条約改正論の沸騰が、建碑運動を起こそうという湯地のす決意を固めることにつな
がったと述べている 40。川添昭二 (1977) は、湯地の建碑運動が「反欧化政策＝国権主義」の歴
37　湯地丈雄「成功除幕祝詞」、湯地丈雄著『元寇画帖 : 護国記念精神教育』皇典講究所国学院大学出版部、1909年。
38　長崎清国水兵暴行事件とも呼ばれる。事件の経緯は次の通りである。「明治十九年八月には長崎で清国水兵が日本巡査と
乱闘事件を起こした。当時清国の誇る堅艦、定遠・鎮遠（ドイツ製・主力艦）に威遠・済遠を加えた北洋艦隊四隻は水師提督
丁汝昌が率い八月長崎に入港滞泊していたが、十三日、上陸した清国水兵一名を暴行により日本巡査が清国領事に引渡し
た。十五日、清国水兵多数が上陸し巡査と衝突し士官一名・水兵四名と巡査二名死亡のほか双方に負傷者を多く出した。清
艦大挙来援の風評も伝えられ、国民の対清感情を一時硬化させた。日清両国委員が長崎県庁で会審（九・六～十二・六）し
たが不調で、井上外務卿は交渉を東京に移し、清国公使徐承祖と折衝し、翌二十年二月八日、両国政府は、それぞれ自国の
法律に照らして公平に処弁することを声明し、相互に撫恤金支給を約し、難航した長崎事件は落着した」という。安岡昭男『日
本近代史』（増補新版）芸林書房、1997年、281頁。
39　 仲村久慈著、三浦尚司監修『（復刊）湯地丈雄―元寇紀念碑・亀山上皇像を建てた男』梓書院、1943年初版発行・2015年
復刊発行。「赤心の種子」に参照、21－50頁。
40　「当時顕官華族等の上流社会が日夜鹿鳴館に舞踏して夢中となり、他方条約改正論沸騰して将に屈辱的条約の成らんとす
る形勢が現れたので、斯くては我国が埃及の轍を踏むやも計り知るべからずと思って、翁の憂国心は極度に高調したのであ
る。」青木矮堂「元寇狂と呼ばれたる湯地丈雄翁」（海之世界、第20卷、第8号）1926年1月、61－第63頁。
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史の中に位置づけられると述べている 41。これは正鵠を射た指摘である。「時代が危機的であ
ればあるほど、また、さまざまな利害集団の自己確信がぐらつけばぐらつくほど、それだけ
記念碑は数を増し、芝居じみたものとなった。そのような記念碑は、もはや後世に向けられ
ることはほとんどなく、同時代の人々に政治的影響を及ぼすための手段となった」42 とアライ
ダ・アスマンが述べているように、教育勅語の発布や憲法制定など「天皇制国家」の確立期
と重なる元寇紀念碑建設運動の目的は後世の人々に影響を与えるためというより、同時代の
民衆の「愛国心」を高めるためであったという方が妥当だと考えられる。
２. ３．湯地丈雄における「想起された元寇」
前述のように、長崎事件は湯地が元寇紀念碑建設運動を起こした一つの契機であった。
長崎事件以降の湯地は当時の清国を歴史上の「元寇」と見なしていたのではないだろうか。
明治 27 年（1894）に日清戦争が始まり、この戦争から元寇の歴史を連想する者が全国各地
に多く現れ、湯地への講演の依頼も増えていった 43。湯地が日清戦争前に行った一連の活動が
効果を発揮したとみられる。当時の民衆は、清国との戦争を蒙古襲来の記憶と重ね合わせた
のである。明治 37 年（1904）の元寇紀念碑建設運動の除幕式での湯地の祝辞には、次のよ
うな一段がある。
明治三十七年五月十七日、特旨ヲ以テ故北条時宗ニ、従一位ヲ贈ラセ給フ。嗚呼
聖恩枯骨ニ及ヒ、億兆感泣セサルモノナク、時恰モ征露膺懲ノ軍起リ、陸海戦闘方ニ
酣ナルニ際シ、将士之ヲ聞キテ、益感憤興起シタルヲ信ス。況ヤ本年ハ亀山天皇崩御
六百年ニ相当セラレ、偶々振古無比ノ外患ニ接遇シ、億兆一心君国ニ報ユルノ秋ニ於
テヲヤ。宜哉、志士仁人ノ公徳ハ、終ニ天皇ノ尊像ヲ、元寇紀念碑頭ニ推戴シ、十数
年来至難ノ事業、全ク成功ヲ奏セラル。是レ則チ終局担任諸君ノ功績ニシテ、其名誉
ハ紀念碑ト共ニ長ク仰クへキナリ 44。
北条時宗への贈位を求める湯地の運動が政府の賛同を得て、明治 37 年（1904）5 月に北
条時宗に対して従一位の贈位が行われた。亀山上皇銅像の竣工は日露戦争の最中のことで
あった。当時のロシアは日本と比べて軍事大国であり、強敵であった。日本がロシアとの戦
争は亀山上皇が逝去してからちょうど六百年目に当たり、湯地の目には日露戦争は「元寇」
つまり「元による侵略」と二重写しになっていたといえよう。明治 21 年（1888）から明治
37 年（1904）の間に、湯地丈雄における「想起された元寇」は清国からロシアへ転移した。
時局の変化が、湯地の「想起された元寇」の具体像に変化をもたらしたと考えられる。この
ことは、「元寇」がナショナリズムを自然な形で民衆に受け入れさせるための絶好のシンボ
ルであったことを示している。
湯地は東京の第一高等学校で行った講演において、「我国開闢以来全国心を一つにして国
41　川添昭二『蒙古襲来研究史論』雄山閣出版、1977年、118頁。
42　アライダ・アスマン著、安川晴基訳『想起の空間:文化的記憶の形態と変遷』水声社、2007年、66頁。
43　湯地富雄著、畑岡紀元編『「前畑ガンバレ」と私』湯地富雄自費出版、1996年、79頁―80頁。
44　湯地丈雄『元寇画帖 : 護国記念精神教育』皇典講究所国学院大学出版部、1909年。
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家観念を持ったことは元寇追滅の時より盛んなことはありません。即ち国民は同心協力して
日本は累卵の危うきより免がれたのであります」45 と述べている。このことは、湯地が外敵一
般を指すという「元寇」の象徴性を利用して、民衆の盲目的な愛国心を高めようとしていた
ことを示している。湯地が主導した元寇紀念碑建設運動の主旨は明治政府の政策とも合致し
ており、政府の中にはこの運動を利用しようとする動向も存在していた。
３．元寇紀念碑建設運動と天皇制国家の形成と確立
３．１．明治天皇制国家の形成と確立
遠山茂樹 (1992）によれば、「天皇制」という言葉が学問の場で使われるのは、一つは天
皇を頂点とする統治機構、国家機構という意味で使われる場合であり、もう一つは天皇を頂
点とする官僚勢力という意味で使われる場合である 46。この「天皇制」という言葉で表現され
る国家の統治機構とは、明治 22 年（1889）制定された明治憲法（大日本帝国憲法）によっ
て規定された国家体制である47。明治天皇制国家はどのような過程を経て形成および確立され
たのか。この点については、後藤靖の「明治の天皇制と民衆」48 という論文が国家制度の視点
から明治天皇制国家の形成と確立を明晰に論じている。そこで本節ではまず、明治天皇制国
家について、この論文をもとに整理をおこなう。後藤は 45 年間の明治天皇制国家をつぎの
三つの時期に区分した。
〔第一期〕維新政権の誕生から 1884（明治 17）年の自由民権運動の鎮圧まで。これ
をわたしは、天皇制国家の形成期とよぶ。
〔第二期〕85 年の内閣制の成立から日清戦争にいたるまで。これをわたしは、天皇
制国家の確立期としてとらえる。
〔第三期〕日清戦争、とくに「戦後経営」から日露戦争をへてそれ以後までの時期。
これをわたしは、天皇制国家の再編成期と考える。
　
この第一期について、後藤はつぎのように解釈している。
　
この時期は、先進諸国の制度・技術を積極的にとりいれながら、早熟的に専制的官
僚機構および軍事力を形成し、封建的諸関係を温存しながら上からの資本主義化を強
行しようとする天皇制国家と、国民の政治的権利の確立・民族自決権の獲得および封
建的収奪体制の根本的一掃によって自由な資本主義的発展の道をかちとろうとする民
衆とが、はげしく相対立した激動の時代であり、そして前者が後者を圧服していった
過程である。
つまり、この時期は国家が民衆を弾圧し、両者が対抗関係にあった時である。だが、こ
45　野上伝蔵編『湯地署長（元寇記念碑の由来）』福岡県警友会、1964年、46頁。
46　遠山茂樹『遠山茂樹著作集』（第6卷）岩波書店、1992年、3頁。
47　同上、3頁。
48　後藤靖「明治の天皇制と民衆」後藤靖編『天皇制と民衆』東京大学出版会、1979（4版）、111－150頁。
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の 17 年間、国家と民衆との対抗関係はけっして不変のものではなかった。後藤によれば、
この対抗関係の変化によって、三つの展開段階に区分されるという。その第一段階は廃藩置
県（1871 年 7 月）とそれにもとづく 1872 年にかけての諸改革までの時期であり、第二段階
はそれ以後とくに内務省の発足（1874 年 1 月）からいわゆる明治 14 年政変まで、そして第
三段階はそれ以後の過程、というものである。
第一段階の廃藩置県は幕藩領主による土地・人民の領有体制を廃止し、幕藩体制に終止
符をうった。しかしながら、その結果は個別領有体制を画一的な天皇制国家的領有体制に再
編成したに過ぎず、現実には農民が解放されることはなかった。廃藩置県の直後から、政府
は天皇制国家建設のために、一元的な官僚機構の制度上の整備にとりかかった。後藤による
と、この支配体制は、旧時代と同じ支配と収奪に対する農民の闘争に直面し、また、藩閥の
影響を強くうけた実務諸省間の実権争いや中央と地方の対立を増大させ、機構の頂点たる正
院の形骸化をもたらし、中央集権的支配の実をあげえなかった。明治 6 年（1873）の征韓論
の盛り上がりはそうした諸対立の爆発にほかならなかったという。
つぎに後藤は、明治 6 年（1873）10 月、征韓派参議（西郷隆盛・板垣退助・江藤新平ら）
を追放して政府の実権を握った大久保利通・木戸孝允らの開明派が、内務省を創設（同 11
月）してから明治 14 年政変（1881）にかけての時期を、天皇制国家形成期の第二段階とした。
この段階において、近代天皇制国家機構の原型が政府によってつくり出された。この過程の
特徴について、後藤はつぎの四点を挙げている。
その第一は、征韓論の決裂と秩禄処分＝家臣団の解体（1876 年 8 月）をきっかけに起こっ
た士族反乱を鎮圧したことによって、「武士＝統治集団」という古い意識とそれに基づく行
動に最終的な止めを刺し、「天皇制官僚＝統治集団」という天皇制の権力原理を定着させた
ことである。第二に、民権運動の昂揚する中で、1878 年 7 月にいわゆる三新法（「郡区町村
編制法」・「府県会規則」・「地方税規則」）を制定して郡長制や府県会（1880 年に町村会設置）
を設置し、地方名望家＝地主・豪農に地方行財政の責任を分担させるとともに、地域住民と
の共同体的関係を利用して民権運動の鎮静化をはかり、官僚行政を貫徹させようとしたこと
である。近代日本の政治構造を特徴づける官治行政（権力支配）と共同体支配（前近代的支
配）という支配の二元性が、これによって定礎されたという。そして第三に、侍補制度（1877
年 8 月～ 1878 年 12 月）を廃止し、天皇親政＝人君化を回避したことである。これは、1877
年 10 月の土佐立志社建白にみられるような民権派からの天皇の政治責任追及をかわすと同
時に、天皇を現人神として神秘化し、多面的な価値の源泉として民衆を精神的に統合してい
くねらいによるものであった。さらに第四に、大久保らは台湾出兵（1874 年 4 月）・江華島
砲撃（1875 年 9 月）を断行し、朝鮮に不平等条約である日朝修好条規 (1876 年 2 月 ) をおし
つけ、また琉球を強引に沖縄県に改編（1879 年 4 月）するなど、相次ぐ侵略行動を起こした。
それは、対外的危機感をあおることによって民衆の反政府感情を鎮静化させ、天皇制国家の
威力を誇示することによって民心を収攬するとともに、世界体制の中で有利な地歩を作り上
げようとする政治戦略であったという。
さらに後藤は、第二の段階において、天皇制専制機構の形成と上からの資本主義化は、
民衆を政治的・経済的に圧迫したと指摘している。とくに地租改正が強行される中で民衆は
各地で一揆をおこした。その地租改正反対一揆で、民衆は明治 7 年（1874）の板垣退助らの
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民撰議院設立建白以来の自由民権論に依拠しながら、政府に激しく反抗した。地租改正反対
一揆が高揚する中で自由民権運動が広がり、政府が私的所有権を与えて自己の社会的支柱に
しようとした地主・豪農たちが地域の指導者となっていった。1880 年の 24 万余名からなる
国会開設請願運動は、地主・豪農層を指導者とし中貧農層までまきこんだ一大国民運動であっ
たという。
そして第三段階は、後藤によれば、天皇制国家機構の再編成と民権運動に対する徹底し
た弾圧の過程であった。国家機構の再編強化は、太政官の権限の強化と対清軍備拡張計画・
徴兵令改正という官僚制と軍制の拡充を軸として進展したという。進展した自由民権運動は
自由党（1881 年 10 月 29 日）と立憲改進党（1882 年 3 月 14 日）という全国的な民主主義政
党を生み出した。だが、福島事件 49（1882 年 11 月）を分岐点として、民権運動は下火となっ
ていった。松方財政が進行する中で、地主・豪農や都市の新興資本家たちは、政府の弾圧強
化や懐柔策によって運動への情熱を失った。それに反して没落する農民たちは命懸けでたた
かった。かれらは借金党や困民党を組織し、地方の自由党員と連携して蜂起した。だが、自
由党は秩父蜂起直前の 10 月に解党し、改進党もまた 1873 年中に事実上解体していた。統一
的指導部をもたなかったこともあり、各地の農民の蜂起は敗北していった。
さらに天皇制が確立した第二期について、後藤によれば、この時期の基本的特徴は、大
日本帝国憲法（1889 年 2 月 11 日）と教育勅語（1890 年 10 月 30 日）によって国家の基本組
織とそのイデオロギーが単に原理として確定されたばかりでなく、それにもとづく統治諸機
構と法体系および学校制度などの社会制度が強化され、大規模な対外侵略を行いうる軍事力
が形成されたところにあるという。
続いて、第三期において、後藤によれば、日清戦争後、天皇制は国内における確固たる
支配を確立したばかりでなく、台湾を植民地化し、朝鮮・中国からも利権を奪った。そして、
日清戦争の「戦後経営」においては、中国から得た 3 億 6000 万余円の賠償金をもとにロシ
アを仮想敵国とする軍拡が進められた。
以上、後藤は国家制度の面から、明治天皇制国家の形成と確立を検討した。明治天皇制
国家の形成と確立は、政府の権力者が絶対主義体制を構築し、民衆を強制的にこの体制の中
に統合しようとする過程であったともいえる。しかし、天皇制国家の形成と確立は、政府が
絶え間なく民衆に対して政治的・経済的に弾圧を加えていったことによるだけではない。明
治政府は様々な手段を用いた政策を実施し、「忠孝一致」にしめされるような天皇制イデオ
ロギーを民衆に浸透させようと努力した。次節は天皇制イデオロギーがどのようにしてだん
だんと民衆に受け入れられていったのか、という問題を考察する。
３. ２．精神構造としての天皇制
明治維新前、天皇は一般の庶民にとってどのような存在であったのか。天皇は権力とし
て民衆の日常生活にどのように入り込んでいったのか。これらの疑問を明らかにするため、
鶴見俊輔が記述した明治維新前に生まれた二人の人物の回顧を検討する。まず、熊本県の天
49　1882年（明治15）自由民権運動の一大拠点であった福島県に発生した自由党弾圧事件。県令三島通庸が県会を無視して
推進した土木工事などの政策に対し、県会議長河野広中を中心に自由党員・農民が反対運動を展開したが、徹底的に弾圧
され、河野ら幹部は国事犯の罪に問われた。松村明編『大辞林』（第三版）三省堂、2006年。
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草島で万延 2 年（1861）2 月 9 日に生まれ、親代々の漁師であった須崎文造を取り上げる。
かれが西南戦争に関して、村の「ばばさま」たちから聞いた内容は以下のようなものであった。
それに天下様（将軍。天草は天領で幕府直轄）と天皇様と替わらしたちゅうても、
天皇様はどがん人じゃろ、狂言（村をまわるクグツ芝居）でみる金の冠に、金ランの
広袖着とうす人と思うが、天下様なれば、田持っとる組が運上（税）上げればすむが、
天皇の世になればいまの世と違うて、一軒一軒の綿くり機にまで残らず運上のかかっ
て、ちょうど佐倉宗五郎の狂言のような、世の中になるちゅう話ばえ 50。
当時の一般民衆にとって、天皇の存在は大きくはなかった。民衆のもつ天皇のイメージ
は狂言でみるような高貴なお方という印象程度のものであった。また、安政 5 年（1858 年）
1 月 16 日に生まれ、鹿児島県大口市山野町小木原に住んでいた有郷きくが「さあ、サツマ
の殿さまはサツマで一番偉かお人じゃ、天皇さまは日本で一番偉かお人じゃと聞いてはおれ
ども、そのサツマの殿さまと天皇さまが替いやったちゅうても、あたいどもの知らん上々の
事じゃ」51 と語っていることからは、当時の民衆にとって一番権威のある人は藩主であり、天
皇に対しては漠然としたイメージしかもっていなかったことが見て取れる。明治維新前には、
一般民衆の現実生活に天皇制イデオロギーは浸透していなかったといえるであろう。
さらに、明治維新の前は、一般民衆に限らず、諸藩の大部分の武士もまた、現実の天皇
を崇拝する観念からは遠かった。たとえば尊皇倒幕派の中心人物の一人岩倉具視は、孝明天
皇に対して批判を行っていた。大久保利通などは公然と「非議の勅命は勅命にあらず」と、
天皇の命令であっても場合によっては守る必要はない、と主張した 52。後に家族国家観の首唱
者となる加藤弘之でさえ、「天下国土億兆人民ヲ以テ独リ天皇ノ私有臣僕トナスカ如キ野鄙
陋劣ノ風習ヲ以テ我国体トナスノ理ハ決シテアル可カラス、天皇ト人民トハ決シテ異類ノ者
ニアラス」53 と書いて、天皇の正統性の観念を批判していた。
このように、近世において、社会の底辺に息づく民衆と大部分の武士の間には、天皇制
イデオロギーの基盤がほとんどなかったといえるのではないだろうか。民衆の郷土への愛と
武士の藩主への忠が、明治政府の指導者たちに利用され、天皇に対する忠に置き換えられた
のである。「日本のナショナリズムの精神構造において、国家は自我がその中に埋没してい
るような第一次的グループ（家族や部落）の直接的延長として表象される傾向が強く、祖国
愛はすぐれて環境愛としての郷土愛として発現するということである」54 と丸山眞男（1964）
が指摘しているように、民衆の間には自発的な「忠君愛国」の精神は存在していなかったが、
明治政府の指導者たちは一連の政策を打ち出し、民衆の郷土愛を延長し、それを祖国愛に変
え、その上で「忠君愛国」のかたちへと変形させていった。このようないわゆる「家族国家観」
が明治政府によって、上から組織的に民衆の脳裏に刻まれていった。これは国家を「家」の
50　鶴見俊輔『御一新の嵐』（鶴見俊輔集・続2）筑摩書房、2001年、300頁。
51　同上、305－306頁。
52　  色川大吉『明治の文化』岩波書店、1970年、271頁。
53　加藤弘之『国体新論』谷山楼、1874年、4頁。
54　丸山眞男『現代政治の思想と行動』（増補版）未来社、1990年（141刷）、161頁。
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延長拡大として理解させようとするものであり、天皇を大家長として、「臣民」を天皇の「赤
子」として位置づけるものであった 55。「国家意識の注入はひたすら第一次的グループに対す
る非合理的な愛着と、なかんずく伝統的な封建的乃至家父長的忠誠を大々的に動員しこれを
国家的統一の具象化としての天皇に集中することによって行われた」56 と丸山眞男（1964）は
述べている。政府による国家意識の民衆への注入は主に近世の儒教道徳を利用し、民衆の親
への「孝」をそのまま天皇への「忠」に置きかえることを中心としていた。つまり、天皇制
は明治政府にとって、精神構造として国家意識を民衆に浸透させる主要な手段であったと考
えられる。
さらに国家意識が社会の各階層の隅々にまで浸透するには、かなりの時間が必要だった
のではないだろうか。近世から新しい国民国家の成立までの道は容易ではなく、複雑かつ長
いものであった。以下、明治政府が天皇制イデオロギーを民衆に浸透させるために使った主
要な手段を考察する。徳川幕府の崩壊後、明治新政府は近世における天皇と民衆の隔絶を埋
めるため、天皇の巡幸・御真影の下付などの政策を通じて、天皇を視覚化して民衆に示した。
全国規模の天皇巡幸は、1872 年から 1887 年まで、計 8 回にわたって行われた 57。政府は天皇
の権威を示すことによって、権力の維持を図った。この巡幸が民衆に与えた影響は二つあっ
た。一つは民衆に天皇の存在を知らしめたこと、もう一つは天皇を民衆に見せることを通じ
て民衆にほとんどそれと意識させずに権力を示して支配を強化したことであるという 58。
天皇は学校、工場、軍事施設、神社、寺院など全国の様々な場所を巡行し、多くの人々
を見た。原武史（2011）によれば、政府は「天皇が軍事施設や学校、産業施設を回ること
で、「軍事的指導者」や「開化の象徴」「産業や学芸の奨励者」としての天皇像を演出しよう
としたのであるが、人々は天皇を、将軍に匹敵する「神」のような支配者や、民俗的な「生
き神」、あるいは訴えや苦しみを聞いてくれる「仁慈あふれる人間」として受け止めた」59。つ
まり、生身の天皇が人々に与えたイメージはそれぞれであった。それは、天皇の巡幸が行わ
れた時期に天皇制イデオロギーが民衆に浸透しはじめたこととつながっている。
天皇の巡幸のほか、明治政府は視覚的戦略の方法を転換し、天皇の肖像写真である「御
真影」を全国に下付した。「御真影」が生身の天皇の「代理物」として、巡幸と同じような
機能を果たすことが期待されたのである。明治 6 年（1873）6 月、奈良県令四条隆平が天皇
の写真を「拝戴して、新年、天長節等の祝日に之を政庁に奉掲し、県民ならびに管民をして
瞻拝せしめんと欲し」て宮内卿にその下賜を申請し、許可されたのが、「御真影」礼拝儀礼
55　藤田省三『（新編）天皇制国家の支配原理』影書房、1996年、15頁。
56　前掲書、丸山眞男『現代政治の思想と行動』（増補版）、162頁。
57　それぞれの巡幸の期日、場所や同行者の数を記す。1回目：1872年巡幸（近畿、中国、四国、九州方面）5月23日から7月12日ま
で。西郷隆盛ら74人あまりが同行。　2回目：1876年巡幸（東北、北海道方面）6月2日から7月21日まで。岩倉具視、木戸孝允ら
230人あまりが同行。　3回目：1877年巡幸（近畿方面）1月24日から7月30日まで。　4回目：1878年巡幸（信越、北陸、東海方面）
8月30日から11月9日まで。岩倉具視、大隈重信ら300人あまりが同行。　5回目：1880年巡幸（甲信、近畿方面）6月16日から7月
23日まで。三条実美、山田顕義ら360人あまり（ただし警官を除く）が同行。　6回目：1881年巡幸（東北、北海道方面）7月30日か
ら10月11日まで。有栖川宮熾仁親王、大隈重信ら350人が同行。　7回目：1885年巡幸（山陽方面）7月26日から8月12日まで。
伊藤博文ら130人が同行。8回目：1887年巡幸（近畿・東海方面）1月25日から2月24日まで。皇后美子（後の昭憲皇太后。1849－
1914）ほか約300人が同行。原武史『可視化された帝国―近代日本の行幸啓』（増補版）みすず書房、2011年、28－34頁。
58　前掲書、多木浩二『天皇の肖像』、68頁。
59　前掲書、原武史『可視化された帝国―近代日本の行幸啓』、18頁。
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のはじまりであるという 60。のちに「御真影」の下付範囲は全国に拡大されたが、それは天皇
制国家の現実支配の進展をあらわしている。「御真影」の下付の順序は、最初は地方官庁、
軍隊、官公立学校が優先されたが、最終的には小学校にまで至った。多木浩二（2002）によ
れば、支配機構は人々の感情をひきおこすための、人間そのものを対象とする「技術」を作っ
た。すべて下から願い出る形式を取った「御真影」下付のシステム、および写真の取り扱い
に関するあらゆる行為の徹底的な儀式化と儀礼化、この二つの技術が「御真影」をめぐって
発明されたのである 61。まず「御真影」は民衆全体を臣民化して、天皇 / 臣民という大きな二
項対立的関係を創出し、ついでこの臣民として一括された側は、下付手続きの精緻化によっ
て、さらに細かく階層化されていった 62。その結果、宮内省 / 文部省、文部省 / 県、県 / 郡、
郡 / 学校、学校 / 生徒という様々な関係からなる階層が生じた 63。つぎに、もう一つの技術、
儀礼の作用によって、すべての成員は、彼らがどの階層に属していても共通の中心（天皇）
をもち、その中心によって自分が生かされているような印象を与えられた 64。だがこのシステ
ムは、充分に下まで達しているように見えても、最下層には、常に排除されたままの、形も
定かでない部分を残していた 65。その原因は、当時貧困層が多かったゆえに就学率が低く、学
校からはみだした子どもたちが少なからずいたからだという。横山源之助は当時の貧民の子
どもたちについて、次のように記している。
余輩は貧民窟に入り貧民と接する毎に、かれらは生活上の不如意者なるとともに、
思想の欠陥者なることを感ぜずんばあらず。しかも路上を見れば貧乏人の子沢山、世
間の児童は学校に出で文字を習いおるにかかわらず、貧民の児童はたまたま家にあれ
ば喧嘩を好める父母の下に叱責せられ鞭撻せられ（中略）父母より得たる自然のままの、
しかも汚濁なる空気・食物、発達の不健全なる体力を用いて力役に従事し辛うじて一
生を送るのみ。その間何ら教育を加えらるることなく思想を養うことなきなり。
こ れ を 統 計 に 徴 す る に、 明 治 二 十 九 年 に お け る 全 国 学 齢 児 童 は、 統 計
七 百 七 十 六 万 五 千 六 百 五 人 に し て、 そ の う ち 就 学 の 義 務 已 に 生 ぜ し 者、
七百十八万七千五百五十人なり。しかるにこの七百十八万余のうち実際就学せるは、
四百六十一万五千八百四十二人にして、残る二百五十七万千二百十七人は不就学者に
属す。即ち就学児童は六割四分にして、残る三割六分は未だ就学し得ざる者、しかし
てこのうち百四十八万四千六百九十四人は、その父兄の貧窮なるがために就学せしむ
るあたわざるなり。既に日本全体に以上の如き多数の不就学児童あり 66。
こういった学校から排除された子どもたちにとっては、「御真影」への礼拝儀礼などは、
60　前掲書、多木浩二『天皇の肖像』、108頁。
61　同上、179－180頁。
62　同上、182－183頁。
63　同上、183頁。
64　同上、183頁。
65　同上、202頁。
66　横山源之助『日本の下層社会』岩波書店、1985年（34刷）、379－380頁。
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経験したことがなく、無意味な存在であったであろう。多木浩二は「排除され、読み書きも
ままならぬ下層階級の人間にとって、天皇制国家に組み込まれるひとつの機会は、おそらく
徴兵制度であったろう」67 と指摘している。確かに、底層の農民や貧窮者の場合、軍隊に入っ
た後で読み書きを覚えるなどして、天皇制国家の支配体制に組み込まれる契機となった可能
性が高い。しかし、それは唯一の手段ではないと考えられる。天皇制イデオロギーが底層ま
で浸透していった過程において、民間運動である元寇紀念碑建設運動も一定の役割を果たし
たであろう。
３. ３．元寇紀念碑建設運動の開始と明治天皇制国家
湯地丈雄が元寇紀念碑建設運動を起こした原因は前述したとおりである。湯地が最初に
元寇紀念碑建設を起こそうとした時、人々から広く支持を得ることはできなかった。仲村久
慈の『湯地丈雄』には湯地が元寇記念碑建設を企画した時に、周囲の人間から支援を受けら
れなかったのみならず、嘲笑うものも少なくなかったことが書かれている。
そして、いよいよこの大企画を発表したが、県官や郡吏は勿論のこと、丈雄の親友
でさえも誰一人これを真面目に聞いてくれるものはなかった。すでに六百年も昔のこ
とを、いまさら何の必要あって持ち出したのであろうか―というのがそのときの世人
の声であった。そればかりではなく、文永・弘安の両役というものが、どのような事
であったかさえ、はっきりと知っていない人々が多かった。いつの間にかこの大国難
の歴史は世人の記憶から薄れ去り、忘れられていたのである。まして、何事もないのに、
外敵などと言い出したので、このような観念の全然なかった人々には、狂人の寝言の
ように響くのであった。そして丈雄のことを誰いうとなく“元寇狂”と呼んだ 68。
当時、蒙古襲来の歴史を知る人間が少なかったために、手間を惜しまず「元寇」を語り
続けた湯地の行為は人々にとって不思議なものであった。しかも、湯地が東京をはじめ各地
で行った単独講演に対する当初の世評は「山師」あるいは「詐欺漢」というものであった 69。
講演に対する人々の反応は、後日、国民が蒙古襲来の歴史を回顧することによって「愛国心」
が奮起されたこととは好対照をなしている。湯地は「明治 21 年 1 月 1 日を期して「元寇記
念碑建設趣意書」を起草して時の内閣各大臣や全国の各新聞社に送って同意を求め、同志を
募り始めたが、この檄文によって最初福岡にも数十人の同志を得たのであったが、イザ発表
となっては後難を恐れて皆、連署することを拒んだので結局、湯地一人の発起となってしまっ
たのであった」70。ここからも、運動の当初は、湯地が得た応援が少なかったことが垣間見える。
明治 20 年前後には天皇制国家は揺籃期を終え、新しい法的体系、倫理的体系を整え、民権
運動の盛り上がりを抑えて、支配体制を機能させはじめていた 71。この時期は、精神構造とし
67　前掲書、多木浩二『天皇の肖像』、204頁。
68　前掲書、仲村久慈『（復刊）湯地丈雄―元寇紀念碑・亀山上皇像を建てた男』、48－49頁。
69　博多を語る会編『矢田一嘯画伯の生涯 : 偉大なる洋画家 : 元寇記念碑建設陰の協力者』博多を語る会、1957年、10頁。
70　野上伝蔵『千代の礎』福岡県警友会、1959年、16頁。
71　前掲書、多木浩二『天皇の肖像』、178頁。
日本語・日本学研究第 9 号（2019） 73
ての天皇制がまだ十分に構築されていなかったために、蒙古襲来の歴史を語ることを通して
「護国」の精神を人々に植え付けようとした湯地の行為の意味を、民衆は理解できなかった
のである。
同年３月福岡で陸軍参謀旅行演習が行われ、各師団の参謀長や青年参謀が福岡県に集り、
伏見宮、北白川宮もそれに参加した時、湯地も福岡警察署長として警衛の任に当り随行して
いた。その機会を活かして湯地は伏見宮、北白川宮に元寇紀念碑建設計画を語り、嘉賞とし
て若干の「事業賛成賜金」を賜わった 72。その後、福岡県令安場保和の援助を得て運動を行い、
このときには世間で広く賛同を受けた。その中には、九州では頭山満、東京では清浦奎吾、
万里小路通房、横井時雄、大隈重信、井上馨、鳥尾小弥太、谷干城、広島県では野津道貫、
長崎県には日下義雄など各界の有名人が建碑運動を支持し、ことに、東京では久邇宮朝彦親
王、東京では伏見宮貞愛親王、北白川宮能久親王、小松宮彰仁親王などの皇族もこの建碑運
動に賛成した 73。また法華宗本仏寺住職日菅上人佐野前励も、宗門を挙げて建碑事業を援助す
ることを湯地と固く約した 74。明治 23 年（1890）1 月、内務省の認可を得て、筑前千代の松
原の公園内の 1 万坪を建碑の敷地と確定した 75。同年 3 月、湯地は官職を辞し、建碑運動に全
精力を傾注した。明治 23 年（1890）4 月 2 日に元寇紀念碑の起工式と地鎮祭が千代の松原
で行われた。この日の群集する者は四万人に及んだ 76。
明治 23 年（1890）12 月 15 日、学習院で湯地は皇太子に向けて元寇反撃の幻灯の説明を行っ
た 77。この幻灯写真は明治 24 年（1891）8 月 24 日伊勢二見ケ浦の旅館で、再び皇太子に見せ
られた 78。しかし湯地は皇族や高官だけに向けて、元寇演説を行い、元寇反撃の幻灯を説明し
たわけではなかった。かれは矢田一嘯が描いた大油絵や幻灯機械を携え、全国各地を回って
一般の民衆に向かって元寇演説を行い、幻灯や大油絵の展覧会を催すなどの活動をおこなっ
た。明治 33 年 12 月には、その聴衆はのべ百万五千人に及んだ。湯地は全国地方の農村、小
学校、軍事施設、寺社及び監獄などに赴き、人々に分け隔てなく演説を行った。日露戦争の
最中の明治 37 年（1904）12 月、亀山上皇銅像の除幕式が現在の福岡市博多区東公園で開催
された時には、全国どこにも「元寇」の歴史を知らない者はいなかったといえる。
ここまで、元寇紀念碑建設運動のがどのようにして開始されたかを整理してきた。次は、
建碑運動が明治政府とどのような関係をもっていたのか、それに加えて建碑運動が明治天皇
制国家の形成と確立および帝国主義化への道程にどのような影響を与えたのか、という二つ
の問題を解いていきたい。
まず、一つ目の問題について、建碑運動と明治政府は互いに補い合う関係であったと考
72　前掲書、16－17頁。
73　前掲書、仲村久慈『（復刊）湯地丈雄―元寇紀念碑・亀山上皇像を建てた男』、85頁。
74　前掲書、 博多を語る会編『矢田一嘯画伯の生涯 : 偉大なる洋画家 : 元寇記念碑建設陰の協力者』、7頁。佐野前励は紀念
碑に日蓮の肖像を嵌め込むことで湯地と合意していたが、運動が宗派をこえた広がりをみせるに至って、約束は破棄された。
そこで佐野は湯地と袂を分かち、日蓮宗だけで紀念碑を建設することを決意した。現在、福岡市東公園には亀山上皇と日蓮
像の二つの銅像が並んでいる。
75　前掲書、湯地富雄『「前畑ガンバレ」と私』、78頁。
76　前掲書、野上伝蔵『千代の礎』、41頁。
77　同上、43頁。
78　同上、43頁。
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えられる。すでに述べたように、湯地は建碑運動をおこした当初、世間からたくさんの嘲笑
や揶揄を受けた。かれは政府の支持を得るため、「元寇記念碑建設趣意書」を起草して時の
内閣各大臣に送って同意をもとめ、警衛の任に当り伏見宮、北白川宮に随行した時にも積極
的に元寇紀念碑建設計画を語った。湯地のこれらの努力は報われた。湯地が政府の賛成を求
めたのは、政府の権威と資源を利用して建碑運動を拡大し、広い範囲で護国教育を行い、民
衆の支持を得るためであった。
湯地の建碑運動は明治社会の階層を越え、とくに地方の一般民衆に向けて元寇演説を行
い、幻灯、油絵の展覧会を開催し、理解しやすいパンフレット『孫みやげ』を作った。たと
えば、香川県香川郡高松生まれの菊池寛は自叙伝「話の屑籠」の中で、少年時代に元寇大油
絵を見たことを次のように語っている。
僕たちの少年時代に、元寇の油絵を持ち回って、国防の重大を説いて回った人がある。
その油絵は蒙古の残忍さをまざまざと描いたもので、四十年近い今も、眼に残っている。
先日、久米に話したら、久米も同じことをいっていた。都会に育った人は、あまりに
知らないが、地方に育った我々と同年輩の人々には相当深い感銘を与えたのではない
かと思う 79。
湯地が行った油絵の展覧会や演説は地方向けのものが多かった。言葉や文字は思想を人
びとに伝達し、画像は直接強烈な感情を人間に伝える働きを担った。40年の時を経てもなお、
元寇大油絵に描かれたモンゴル軍の残忍さは菊池寛の脳裏に刻まれていた。このことから、
建碑運動が当時の民衆へ与えた影響の強さを垣間見ることができる。
このような手段による民衆への接近は大きな効果を収めた。人々は当初は建碑運動を嘲
笑するなどの冷淡な態度を取っていたが、運動が進展するにつれて、これに熱心に参加し、
義捐金を寄付するようになった。建碑運動の主旨は「護国の精神」を「啓発」することであっ
た。たとえば、湯地は『元寇反撃護国美談』で「護国の義務」について次のように書いている。
護国の義務は、上天子より下庶民に至るまで、苟も其国に生息する者、皆之を負担
せざるはなきなり。古今東西孰れの国にても、国民この大義を重んじ、護国の精神に
富める者は、能く其国旺興し否らざる者は、則ち其国遂に衰亡するを免れず 80。
元寇紀念碑建設運動は護国教育運動であったともいうことができる。湯地は元寇演説で
つねに「愛国心」を持とうとするべきだと人々に訴えた。建碑運動は天皇制国家の形成と確
立の時期に位置づけることができる。政府は建碑運動を利用して、この時期の国家と民衆の
対抗関係を緩和し、民衆の反政府感情を和らげようとした。
つぎに、二つ目の問題について検討する。前述のように、底層の人間は天皇制国家体制
から排除された。かれらが天皇制国家に組み込まれる一つの機会は徴兵制度だったと多木浩
二は指摘している。だが、徴兵制度はその唯一の機会ではない。丸山眞男はかつて日本の社
79　菊池寛『菊池寛文学全集』（第7巻）文藝春秋新社、1960年。
80　湯地丈雄編『元寇反撃護国美談』護国堂発行、1891年、2頁。
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会体制に内在する精神構造の一つとして「抑圧委譲の原理」があることを指摘した。それは「日
常生活における上位者からの抑圧を下位者に順次委譲して行くことによって全体の精神的な
バランスが保持されているような体系を意味する」。81 そして丸山は、「抑圧委譲原理の行わ
れている世界ではヒエラルヒーの最下位に位置する民衆の不満はもはや委譲すべき場所がな
いから必然に外に向けられる。非民主主義国の民衆が狂熱的な排外主義のとりこになり易い
ゆえんである。日常の生活的な不満までが挙げて排外主義と戦争待望の気分のなかに注ぎ込
まれる」82 と指摘している。
すでに述べたように、建碑運動を通じて全国各地で義捐金募集活動が行われ、湯地の元
寇演説の聴衆はのべ百万人に達した。とくに建碑運動による護国教育を行った活動は底層の
民衆に対するものが多かった。湯地が上層階級と下層階級に対して平等に演説を行ったこと
によって、底層の人間にも国家への帰属感情を生じさせたのではないだろうか。このほかに
も、建碑運動が読書できぬ底層の人々に対して「護国教育」を行い「忠君愛国」の精神を唱
えたことは、天皇制イデオロギーが底層の民衆に浸透していなかったという政策の欠陥を
補ったのである。
この運動は、天皇制国家の体制から排除されていた底層の人間を、天皇制国家の体制の
中に組み込む役割を果たしたと考えられる。さらに建碑運動は、蒙古襲来の歴史を語ること
を通じて、民衆の脳裏に現実の日本が直面した外敵のイメージをよみがえらせ、「元寇」の
イメージをそのまま現実の外敵に投影させた。とりわけ建碑運動は、日常的に抑圧されてい
た最下層の民衆の視線を「元寇」のイメージで彩られた現実の外敵に向けさせ、かれらの憤
懣や怨恨を排外主義に向かわせる役割を果たしたのである。
このように、元寇紀念碑建設運動は、明治天皇制国家の形成と確立の時期において、底
層の民衆を国家体制に組み込み、対外的危機感をあおることによって、抑圧されていた最下
層の民衆の鬱憤を外敵との戦争に注ぎ込ませる機能を果たし、国内の抑圧を国権拡張に転さ
せる歯車となった。
３. ４．元寇紀念碑建設運動と蒙古襲来
前述したように、湯地丈雄は元寇紀念碑建設運動を宣伝するため、全国各地で講演会や
パノラマ画・テンペラ画の展覧会や音楽会を催したり、義捐相撲大会や元寇演劇を主催した
りして蒙古襲来に対する民衆の認識を深めさせていった。そこで本節ではまず、湯地丈雄が
蒙古襲来をめぐって出版した一連の書籍について分析していきたい。エリート層向けの雑誌
論文などは一般の民衆から縁遠いものであったが、湯地が主導した建碑運動は一般の民衆を
対象に行われ、一般の民衆と緊密な関係を持っていたと考えられる。たとえば、湯地は民衆
が元寇紀念碑建設運動への協力を求めるため、明治 22 年（1889）6 月 15 日、『孫みやげ―
日本無双紀念碑咄し』という小冊子を出版した。その緒言に「此の編は俚耳に入り易すから
ん事を欲して作れるものなれば、敢えて具眼者の覧を求むというにあらず」83 と書かれている
81　前掲書、丸山眞男『現代政治の思想と行動』（増補版）、113頁。
82　同上、114頁。
83　仲村久慈著、三浦尚司監修『（復刊）湯地丈雄―元寇紀念碑・亀山上皇像を建てた男』梓書院、1943年初版発行・2015年復
刊発行、53頁。原作は未見につき、仲村久慈の著作からの引用。
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ように、この宣伝パンフレットは一般の民衆を対象とした分かりやすい内容が綴られている。
以下、『孫みやげ』中の「学校問答」84 を引用して分析する。
（教師）皆さん、我が国の歴史上に於いて国民挙って同一の感覚を与えますは何事です
か。
（生徒）明治十年の西南の戦争であります。
（教師）ノーノ―。
（生）　明治維新の戦争であります。
（教）　ノー。
（生）　大阪陣であります。
（教）　ノー、ノー。
（生）　川中島の合戦であります。
（教）　ノー、外国関係の事を御案じなさい。
（生）　秀吉の朝鮮征伐であります。
（教）　ノー。
（生）　蒙古襲来の事であります。
（教）　其の襲来に大功を奏したるは誰が力であります。
（生）　亀山上皇の身を以て国難に代らんと伊勢の大廟に祈り給いし畏き大御心と、鎌
倉の執権北條時宗が英断果決の膽略でございます。
（教）　今日に至りどうしてこれを思い起こしました。
（生）　我が日本帝国憲法の万国に恥じぬように出来たるも畢竟彼の空前絶後の一大国
難に当たり、君民一致、辛うじて勁敵を退けし以来外敵のあなどりをうけず我が国威
の赫々たりしに基づく事と稽うれば誠に感慨に堪えません。昨日、先生の御講義中に
皮の存せざる毛将た安くに伝んと、古人の語を引いたお話も此の道理に適する事と存
じます。則ち我が国の独立を全うしたればこそ此の憲法も立派に出来ました。又た今
後国権も益々鞏固に、且つ拡張し得る事と存じます。
（教）　若し今日斯る国難の起こりしならば皆さんどうなさいます。
（生徒一同）身を以て国に殉ずる覚悟であります。苟も歴史を読むからには、当時の事
を面のあたり我が身に受けて考えなくてはなりますまい。左ればにや昨年新聞に見え
ました通り、筑前那珂郡井尻高等小学校生徒数百人が、歴史の講義を聴き感ずる所あり、
各々其の父兄に請いて少しづつ銭を集めて元寇紀念碑建設費に義捐し、世人に感涙を
流さしめたる美談も畢竟愛国心の致す所と存じます。及ばずながら我々も国家の独立
を計る一人なれば、予てこの覚悟を致しおります。
（教）　ヒャヒャ神功皇后の三韓征伐も秀吉の朝鮮征伐も、明治六年の征韓論も我が日
本人に対外進取の気象ありしことは勿論であり升。併し、国民として第一国難の有り
しことを忘れてはなりますまい。又た、今後何時にも箇様の国難が起こるかも知れま
せんから、学問をするにも商法をするにも何をするにも軍事のあるべき考えを抱くの
84　同上、58－60頁。
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が緊要であります。諸子は筑前那珂郡井尻校の生徒が唱えた軍歌を暗誦し得ますか。
（生徒一同合唱する）
このパンフレットは民衆が理解しやすいことばを用い、先生と生徒の問答の形式を用い
て面白さを増したのみならず、先生が質問している間に、読者を無意識に生徒の立場に立っ
ているような心理状態へと導く効果を持っている。読者が「正確」な答えを見いだしていく
過程そのもののなかに、「蒙古襲来の事」に対する読者の印象を深くする効果が含まれてい
る。また、「蒙古襲来」が日本の歴史上有名な西南戦争、大阪の陣、川中島の戦い、秀吉の
朝鮮出兵と比べても、「国民挙って同一の感覚」を与えた最重要事件であると書かれている。
湯地はこの問答を通じて蒙古襲来の日本史上における重要な意義を読者に伝えようとしてい
る。そして、生徒たちが昨年の新聞を読んで筑前那珂郡井尻高等小学校生徒数百人が小銭を
集めて元寇紀念碑建設費に義捐したことを知って、愛国の覚悟を持つようになったこともパ
ンフレットには記されている。湯地は元寇紀念碑建設運動の広告を出しただけではなく、国
家の未来ともいえる生徒たちの心に「愛国心」を育てようとしたのである。
このパンフレットが出版された時には、すでに明治憲法は公布されていた。この宣伝活
動も明治天皇制国家の確立期に位置づけられる。先の引用文には、生徒たちが明治憲法の成
立に関して、蒙古襲来という「空前絶後の一大国難に当たり」「君民一致」で「勁敵」を退
けて、「我が国の独立を全うしたればこそ此の憲法も立派に出来ました」と書かれている。
だが、佐藤弘夫（2006）によると、蒙古襲来をむかえた鎌倉時代後期は、荘園体制が深刻な
矛盾を露呈し始めた時期であり、当時の武士や寺社にとって蒙古襲来は日本民族の運命にか
かわるような国難とは意識されておらず、自分の名を上げ、幕府に忠節を尽くして恩賞を得
るための千載一遇の好機と見なされていた85。湯地は蒙古襲来の歴史を再構築して語ることを
通じて、民衆の「護国」の精神を煽ろうとしたと考えられる。明治憲法成立について生徒た
ちが言った「又た今後国権も益々鞏固に、且つ拡張し得る」という答えには、軍国主義と国
粋主義のきざしが現れていると見ることができる。
つぎに、湯地が語った「元寇反撃」の歴史と、現在までの研究で究明された蒙古襲来の
歴史を比較して論じたい。すべての歴史は「現代史」である、とクローチェは宣言した。そ
の意味するところは、歴史というのは現在の眼を通して、現在の問題に照らして過去を見る
ところに成り立つものである、ということだ 86。当時、湯地も現実の問題に照らして蒙古襲来
の歴史を語った。湯地が語った歴史は、明治という時代性による独特の色彩を帯び、当時の
人々の感情を投影したものであったであろう。明治 22 年（1889）8 月 1 日千代の松原で催
された元寇記念会において、蒙古襲来の歴史をめぐって湯地は次のような講演をしている。
私が元寇の雄大を説くと或る人々から、湯地君、元寇に対する勝利は颶風の僥倖に
よったものであると反駁されましたが、言うまでもなく私も颶風の自然力を認識する
ものであります。あの文永の役に元軍は壱岐、対馬を冒し進んでこの筑前の沿岸を占
85　佐藤弘夫『神国日本』筑摩書房、2006年、150－151頁。
86　E.H.カー著、清水幾太郎訳『歴史とは何か』岩波書店、2016年（86刷）、24－25頁。
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領して大宰府に迫って居るのでありますが。彼の放ったスパイによって日本軍の備えと武威
のあることを知った元軍は俄かに退却して、海上の船に引揚げて居りますことを考えまして
も当時の日本に自衛武力があったことが判るのであります。後の弘安の役当時は海岸の護り
も厳重になりまして十萬の元軍は一時に攻め寄せましたが、それを一歩も上陸させなかった
のみならず却って我が方から、その艦に挑みかけて戦い、艦を焼いたり敵将を擒にしたりし
て敵を守戦の位置に置き苦しめて居りましたが、一夜颶風の為め艦は砕けて転覆し我が方は
追撃して大勝を博し僅かに三人を生還せしめた、ということになって居ます 87。
まず、文永の役で、モンゴル軍が引き揚げた原因は、従来の研究では、草原の民モンゴル出身
の将軍の荒海に対する恐怖と不安、民族を異にする将軍たちの意見の対立、高麗人民に強制して突
貫工事で作らせた戦艦の粗悪、日本側の武士の抵抗の強さによる武器の消耗などが指摘されてい
る 88。近年の杉山正明（2003）の研究は、文永の役の時点では、モンゴル側に日本を征服する意志は
なかったであろうという89。つまり、モンゴル軍の日本遠征はモンゴルの南宋接収作戦の一環として、
日本を征服する意図はなく、日本を威嚇・牽制することが目的だったと考えられる。
だが、湯地が話したモンゴル軍敗退の説はどう考えても不可思議である。大軍をあげて日本に
遠征してきたモンゴル軍が、簡単にスパイの情報を信じ、「日本軍の備えと武威」を恐れたために
引き上げたなどという話は考えにくい。では、なぜ湯地はこのつじつまが合わない説を積極的に語っ
たのか。湯地はモンゴル軍が引き揚げたことから、「当時の日本に自衛武力があったことが判る」
とする。湯地は長崎事件を想起し、現実の日本軍の自衛武力が足りないことを暗に示していたので
はないだろうか。
つぎに、弘安の役において、蒙古軍は暴風によって東路軍および江南軍ともに大きな損害を被っ
た。とくに江南軍は艦船の質が劣悪であるゆえに打撃が甚だしかった。そうであったとしても、モ
ンゴル軍の生還者は約 3 万数千名であり 90、わずか 3 人などではなかったのである。湯地はモンゴル
軍の敗退の惨憺さを誇張して日本軍の勇ましさを称揚したかったのではないだろうか。
このように、湯地は当時の民衆の「愛国心」を高めようとして、蒙古襲来の歴史を明治社会の
現実に照らして再構築した。「国家主義的運動や民族運動には、通常、国民の過去を構築ないし発
明することと、その過去と現在との間隔を埋めることの両方が伴う。これによって理想的な過去は、
現在に生きる国民の本質を定義するものとなるのである。この過程は、歴史的非連続を連続として
見せる自然化という過程によって多々促進される」91 と大貫恵美子（2003）は記している。元寇紀念
碑建設運動はまさに大貫が示唆する内容を裏付けるものであった。建碑運動は蒙古襲来の歴史を忘
れた民衆に、再構築された蒙古襲来の歴史を教えることを通して、過去と現在の時間の空白を埋め
た。民衆にとって、過去の蒙古襲来は、再構築された蒙古襲来そのものである。建碑運動に参加す
ることによって、民衆の脳裏には、過去に「君民一致」によって大国難を乗り越えたがゆえに、現
在も「忠君愛国」の精神を持って昔のように現在の国難を乗り越え、さらに「国権拡張」すべきで
87　前掲書、野上伝蔵『千代の礎』、26－27頁。
88　近藤成一「モンゴルの襲来」近藤成一編『モンゴルの襲来―日本の時代史９』吉川弘文館、2003年、46頁。
89　杉山正明「モンゴル時代のアフロ・ユ ラーシアと日本」近藤成一編『モンゴルの襲来―日本の時代史９』吉川弘文館、2003年、136頁。
90　旗田巍『元寇』中央公論社、1980年（20版）、144頁。
91　前掲書、大貫恵美子『ねじ曲げられた桜』、383頁。
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あるという考えが刻まれた。
民衆は、「歴史的非連続を連続として見せる自然化」過程に無意識的に参加し、知らぬ間に帝国
主義の主体になっていったのである。たとえば、民衆は、日清戦争直前の時局軍歌として生まれた『元
寇』という歌を内容の吟味もなしに口ずさむことによって、無意識のうちに国家主義の支持者となっ
ていった。この『元寇』は日本軍歌史上有名な作品であり、明治 25 年（1892）4 月 25 日発行「音
楽雑誌」に掲載され、陸軍軍楽隊の永井建子 92 によって作られ、それ以後、日清戦争から第一次世
界大戦頃まで、軍人や学生を中心に歌われた93。永井建子は元寇紀念碑建設運動に心を動かされて『元
寇』という軍歌を作ったという 94。この『元寇』95 の歌詞は以下のとおりである。
　　　　　　　一
四百余州を挙る　十万余騎の敵
国難爰に見る　弘安四年夏の頃
何ぞ怖れんわれに　鎌倉男児あり
正義武断の名　一喝して世に示す
　　　　　　　二
多々良浜辺の戎夷　そは何蒙古勢
豪慢無礼もの　俱に天を戴かず
いでや進みて忠義に　鍛へし我が腕
ここぞ国のため　日本刀を試し見ん
　　　　　　　三
心筑紫の海に　波押し分けてゆく
大丈夫の身　寇を討ちかへらずば
死して護国の鬼と　誓ひし箱崎の
神ぞ知召す　大和魂潔よし
　　　　　　　四
天は怒りて海は　逆巻く大浪に
国に寇をなす　十余万の蒙古勢は
底の藻屑と消えて　残るは唯三箇
いつしか雲霽れて　玄海灘月清し
この軍歌が作られた時期は、日本と清国が張りつめた緊張状態にあり、日清戦争が起きようと
92　永井建子：陸軍軍楽隊長。慶応元年9月8日広島県生まれ、明治11年陸軍軍楽隊が初めて生徒を公募したとき満13歳で入隊、抜群の
成績を示し、26歳ごろ（明治23年）から軍歌の作詞作曲を始め、日清戦争には軍楽次長（曹長の階級）として従軍、明治36・7年フランス
留学、日露戦争の時は戸山学校軍楽隊附として在京、39年から9年間にわたり戸山学校軍楽隊長、累進して一等楽長（当時の一等楽
長は中尉の階級）に到り、その間明治43年陸軍軍楽隊を率い英国ロンドンに出張し日英博覧会の会場を始め各地で演奏して隊員の
優秀な技術で欧州人を驚嘆せしめ、大正4年9月満期退職、郷里広島に移って音楽普及に全力を傾けたが昭和15年3月13日死去した
という。享年76歳であった。（堀内敬三『定本日本の軍歌』（実日新書）実業之日本社、1977年、58－59頁）
93　太田弘毅『元寇役の回顧 : 紀念碑建設史料』錦正社、2009年、201頁。
94　同上、第201頁。
95　八卷明彦『軍歌歳時記』戦誌刊行会、1990年、141頁。
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していたときであった。当時、民衆がこの歌をうたうときには、敵である清国のイメージ
を頭の中に浮かべたであろう。これに加えて、日露戦争のときにも、軍歌『元寇』は再流
行した。日清戦争と日露戦争において、同じ『元寇』の歌が民衆に口ずさまれたのである。
しかし、「元寇」が現実に投影した敵国は清からロシアへと移り変わっていった。「元寇」
という言葉がすでに元来の意味を離れ、ひとつのシンボルとなっていった。対外危機に直
面した時、または対外侵略を正当化する時、政府は「元寇」の象徴性を利用して、民衆の
「愛国心」を扇動しようとしていたのである。
それから、建碑運動は後世の人々にどのような影響を与えたか。そこで、筑紫豊の回
想を通じて、これを分析する。
　
わたくしは、日露戦争のさなか―明治三十七年（1904）の生れですから、幼少の
ころから、東公園の亀山上皇や日蓮上人の銅像を拝み、元寇のパノラマを見てきま
した。また明治・大正・昭和三代の唱歌や軍歌を、いろいろと教えられては歌って
きました。それら数多くの唱歌や軍歌のなかで、わたくしの魂につよく結びついて
いるものは、やはり郷土にゆかりの深い、つぎのような永井建子さん作詞・作曲の“元
寇の歌”です。わたくしは幼少のころ、母の膝下で、口移しにこの歌を習い覚えました。
この歌は、わたくしの母の少女時代に、当時、元寇紀念碑の建設に献身しておられ
た湯地丈雄さんが、幻灯の巡回映写をしながら、みずから歌って教えこんでまわら
れたものだということで、曲節に我流のところがあり、単調なくりかえしに終始す
るものですが、戦前、百道の元寇防塁前で、毎年行われていました元寇記念祭のと
きも、この曲節が、そのまま用いられていました。それで、学校では、その祭礼が
近づきますと、この湯地流の曲節をわざわざ教えたくらいです。それは、本来の曲
節とは異なっていましても、この変てこな曲節の方が、郷土的特色があってよかっ
た、といいますか、一種の意味があったように思われます。とにかく、わたくしは
六十八才の今日でも、この郷土色のこもった単調な曲節によってですが、永井さん
の“元寇の歌”を、よどみなく、誤ることなく歌うことができるのです。（中略）わ
たくしは、この歌を、陸軍の兵隊が、歌いながら博多の街を行軍するのを、よく見
かけました。また、筥崎宮の楼門下に整列した海軍の水兵が、足拍子に合せて、こ
の歌を高らかに歌う光景を見たこともありました 96。
筑紫が生まれた頃は、ちょうど元寇紀念碑建設運動が終焉を迎えた時期であった。し
かし、建碑運動が残した「遺産」が筑紫に与えた影響は大きなものであった。筑紫は
六十八歳になってもこの歌の曲節をしっかり覚えていた。この「遺産」は、筑紫の母が少
女時代に湯地から学んだ軍歌『元寇』を覚えていたという「生きた記憶」と、東公園の亀
山上皇と日蓮上人の銅像及び元寇パノラマ画といった記念碑や物質的媒体によって支えら
れた記憶、という二つの遺産を指している。　
「個人における想起のプロセスが、大部分は無意識的に進行し、心的機構の一般的な規
則に従うのに対して、集団的で制度的な次元では、このプロセスは、想起あるいは忘却の
96　筑紫豊『元寇危言』まえがき、積文館、1972年。
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意図的な政治によって管理されている。文化的記憶が自然に生成することは決してありえな
いので、それはメディアと政治に依存している」97 とアライダ・アスマンは指摘している。時
の流れによって「生きた記憶」は失われていくが、紀念碑などの物質的媒体によって支えら
れた記憶は政治に依存しているので、時勢によっては世間に忘れられ、あるいはふたたび想
起される性質をもっている。
４．おわりに
近世において、社会的底辺に息づく民衆とエリート層の大部分の武士の間には天皇制イ
デオロギーの基盤がほとんど存在しなかった。明治政府は近世時代における天皇と民衆の隔
絶を埋めるため、一連の政策を打ち出し、民衆の郷土への愛と武士の藩主への忠を、そのま
ま天皇に対する忠に置きかえ、また天皇の巡幸・御真影の下付などの政策を通じて、天皇を
視覚化して民衆に示した。「御真影」の下付は民衆全体を臣民化し、臣民の側は「御真影」
下付の手続きが精緻化するにつれて、階層化が進展したという。だが、最下層にいる貧困層
の子どもたちの就学率は低く、学校制度から疎外されていたために、このシステムから排除
されていた。一方で、底層の農民や貧窮者も軍隊に入ることを通じて、天皇制国家の支配体
制の枠組みに組み込まれた。これらの政府の政策に加えて、民間の運動である元寇紀念碑建
設運動も天皇制イデオロギーが底層まで浸透していく過程の中に位置づけることができる。
まず、元寇紀念碑建設運動において全国各地で義捐金募集活動が行われ、湯地の元寇演
説の聴衆が百万人に達していたことが示すよう、この運動が行われた範囲は広いものであっ
た。湯地の建碑運動は明治社会の階層を越え、とくに地方の一般民衆に向けて元寇演説を行
い、幻灯、油絵の展覧会を開催し、理解しやすいパンフレット『孫みやげ』を作った。この
運動は、そもそも天皇制国家体制から排除されていた底層の人間に対して、天皇制国家体制
の中に組み込まれる機会を与えたと考えられる。
さらに、建碑運動は蒙古襲来の歴史を語ることを通じて、民衆の脳裏に現実の日本が直
面する外敵のイメージをよみがえらせ、「元寇」のイメージをそのまま現実の外敵に投影さ
せた。とりわけ建碑運動は、日常的に抑圧されていた最下層の民衆の視線を、「元寇」の現
実像である外敵に向けさせ、かれらの憤懣や怨恨を排外主義に注がれることに役割を果たし、
国内の抑圧を国権拡張に転じさせる歯車となった。
最後に、建碑運動が「歴史的非連続を連続として見せる自然化という過程」を国家ナショ
ナリズムに変えるメカニズムとして利用したことを指摘する。建碑運動は蒙古襲来の歴史を
忘れた民衆に、再構築された蒙古襲来の歴史を教えることを通して、過去と現在の時間の空
白を埋めた。民衆にとって、過去の蒙古襲来は、湯地丈雄が語った、現在再構築された蒙古
襲来そのものである。建碑運動に参加することによって、民衆の脳裏には、過去「君民一致」
で大国難を乗り越えたがゆえに、現在も「忠君愛国」の精神をもって昔のように現在の国難
を乗り越え、「国権拡張」すべきであるという考えが刻まれた。民衆はその自然化の過程に
無意識的に参加し、自覚的になることなく帝国主義の主体となっていったのである。
97　前掲書、アライダ・アスマン著、安川晴基訳『想起の空間:文化的記憶の形態と変遷』、28頁。
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＜Research Note ＞
Recollections of Genkō in the Meiji period
Focusing on the Genkō Monument Construction Campaign
MengRu JING (University of Tsukuba)
 【Key words】Yuchi Takeo, Genkō Monument Construction Campaign, 
  　　 The bronze statue of Kameyama-JoKo, Meiji Emperor [Tennosei] State
 In 1888, Yuchi Takeo, the then director of the Fukuoka police department, launched the 
“Genkō (The Mongol invasions of Japan) Monument Construction Campaign". Centered on the 
speeches and published activities and supplemented by a variety of “Genkō" themes such as slide 
shows, oil painting exhibitions and other activities, this campaign raised abundant funds. Yuchi Takeo 
soon started oﬃ  ces in Fukuoka, Tokyo, Osaka, Kyoto and other places. The number of his audiences 
reached 1 million in January 1901.In 1904, the year when the Russo-Japanese War broke out, “The 
bronze statue of Kameyama-JoKo", also known as the Monument of Genkō was erected in Hakata 
(located at the East Park of Fukuoka City). It faces the northwest and overlooks the hakata Bay where 
the Mongolian army had landed.
 The Genkō Monument Construction Campaign, promoted during the Sino-Japanese War and 
the Russo-Japanese War, is the “witness” as well as “participant” of Meiji Japan’s way to nationalism 
and militarism. The beginning and development of the Genkō Monument Construction Campaign 
can also be positioned in the process of emperor ideology penetrating the mind of people. This paper 
focuses on the Genkō Monument Construction Campaign from the view of “Participant” and studies 
how this Campaign aﬀ ected the timing of the formation and establishment of the Emperor[Tennosei] 
State in the Meiji era.
